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学歴と1まある人が1つの教育課

程を修了したことを裏書したも

のであって､必 ずしもその人が

学歴を持たない人以上に能力

又は素養を持っているとは言え

ない｡しかし東洋の社会､特 に

台湾では必要以上に学歴を過

大評価しその結果､社 会的に浪費が見受けられる｡例え

ば､どの家庭でも経済力が許す限り子供が幼稚園か小学

校の頃から名門校を目標に子供達を無意義な試験地獄

に追い込み､入 学試験と関連のない学課は往々として疎

かにされ､家 における雑務も親たちが全部担い､こうして

育った子供は所謂｢書 呆子｣(学 問馬鹿)となり､社会に出

ても思考力に欠け､苦 しさに耐えることが出来ない人にな

りがちである｡一 番痛感する事は高学歴を追求する為に

何年も浪人し､一生のなかで最も想像力と創意力に富む

若き歳月を入試の為､学 位の為に浪費する事である｡欧

米では25か26歳 で博士学位を修得し､早速思考力､想

像力の最も盛んな歳月を本格的な仕事場で発揮出来る

のに対し､台湾や中国ではその学位を取る為に30～35

歳まで学生として学校に留まっている数多の例を見ると心

苦しくなる｡企 業あるいは世の中に存在する職業は必ず

しも博士号を持った人がふさわしいだろうか?答 えは無論

否定であるが､学 歴に迷信する社会では往々にして極端

に走り勝ちである｡例 えば台湾では一時期内閣の部長級

(大臣級)の職位の半数以上が博士学位を持っている事

で有頂天になり､それを報道していたのを思い出す｡甚 だ

しい例に至っては､ある機構では所長級の職位に学位が

なければ更迭されたという極端な例があった｡高 学歴を持

つ事はマイナスではないが決していかなるケースの必要条

件でもなく充分条件でもないという事実をわきまえるべき

と思う｡逆に個人の人生における必要以上の歳月を学位

のために潰す事は時間的浪費であり､鋭い創意力に富む

若き歳月を生涯の本場に使えなかった損失は大いになげ

かわしい｡

五年位前に豪州のメルボルン大学を訪問した時､オー

ストラリアの化学工学の生徒達は大学部を終えた後.大

部分の学生は社会に出て早く自分の生涯を拓げる途に進

む事を選んでいる｡本 当に学術あるいは技術研究に興味

を持った約一割の学生だけが大学院に進み､三 年位で博

士課程を終え充分鋭気の一番盛んな時に個人の仕事の

本場で能力を淋滴に発揮出来る環境がとても羨ましく思

われた｡

見栄にとらわれ徒らに高学歴を追うより､如何なる時も

周囲より不断に学ぶ能力と個人の人生観に適応した伸び

方に生きていくのが人としては幸福でなかろうか?



晴天に恵まれ2001年､第1回 行事企画､｢ビ ール工場燃

料電池見学と飲料水用水処理講演会｣が2月21日 千葉県

船橋市のサッポロビール㈱千葉工場で開催さた｡見 学は燃

料電池設備とビール工場､そ れとビオトープ園の3ケ 所､講

演2題 を含め約3時 間40分､密 度の濃い内容でした｡さらに､

見学後､生 ビールを試飲できるとあって?参 加は46名 と定員

をきっちり満たしていた｡

工場の正門を入り､右手にサッ

ポロビール園､そ の奥にあるマリン

ハウスニ階に案内され､道 田工場

長から13年 前恵比寿から千葉に

移転してきた説明があった｡そ う

言えば､正 門を入って大きなビァ

樽に恵比寿工場と表 示されてい

たのが不思議でしたが､工 場長の

説明で理解できた｡

さて､講 演1は 日立プラント建設㈱ 大熊那夫紀氏の｢飲

料水用水処理技術｣で 膜利用の飲料水処 理システムの 日

本と世界の現状､比 較､将 来展望がデータとともに説明され

た｡現 在､日 本は上水道の高い普及率96%と 水道水が飲め

る安全性により膜利用はわずか8万t/day(国

内総給水量の0.2%に も満たない)で あり､世

界(米 国､EU)は 安全な水(水 中の有機物･硬

度成分の除去､塩 素殺菌の排除)の 欲求から､

膜利用は492万t/dayと なっている｡世 界最

大の浄水場はクリプトスポリジュウム除去を目

的にUF膜 を用いたイギリスの16万t/dayで

あることが説明された｡今 後､日 本も､よりおい

しく安全な水の要求

から膜利用の水処

理施設が増える傾向にあることが

理解できた｡

講演2は サッポロビール㈱千葉

工場 エンジニアリング部副部長

斉藤 雄二氏から､民 間では世界

初の｢燃 料電池システム｣の 導入

経緯､シ ステム設計､設 置運転状

況の説明と非常に興味深い内容であった｡何 故､燃 料電池

を導入しようとしたのか､そ れは昭和63年 にサッポロビール

㈱が船橋市の京葉食品コンビナート内に工場を建設､年 々生

産量を増加(排 水量も増加)､平 成8年 より排水負荷対策とし

て､嫌 気性菌による排水の一次処理(最 終はKYU処 理)と､

嫌気性処理過程 で発 生するバイオガスの活用(通 常はメ

タンガスをサーマルリサイクルとして燃料ボイラで蒸気や温

水へ変換し､熱 エネルギーとして回収)方 法を合わせて検討

した結果､バ イオガスを燃料(実 際には天然ガスとの併用)と

して環境に優しい燃料電池の採用と､先 進性機器として新

エネ促進法の補助金制度を活用したことが説明された｡バ

イオガスは高濃度の排水を直径1～2mmの 球形微生物(グ

ラニュール)で 分解するときに発生するもので､発 生したバイ

オガスを脱硫し､ガスと水蒸気との反応で水素を作り､外部

から導入した空気中の酸素と化学反応させ､発 電するもの｡

燃料電池の発電量は220kw､平 成10年 に二億三千万 円

で設置し､現 在は長期のデータ検証と発電 目標単価を9円/

kw以 下にする改善に取り組んでいる説明があった｡な お､

現在の発電単価は9～13円/kwと 変動があるようだ｡ま た､

実際にはバイオガスの発生が不安定(工 場休みの時はゼロ)

であること､グ ラニュールという微生物の温度コントロールな

どの難題があった事が理解でき､今 後このような環境循環型

の発電が発展する事を期待したいと思う｡

次に､ビールの歴史を迫力あるアストロビジョンで視聴し､

工場の見学となった｡原 料のホップ､二 条麦(粒 が二つ)を発

酵させ､ろ 過し麦汁とする｡次 に酵母を加えアルコールと炭

酸ガスが発生する｡これを若ビールと言い､さらに低温で約2

ケ月貯蔵する｡(ひ とつの貯蔵タンクは一人が毎 日飲んでも

2500年 かかるとの説明があって､見 学者全員が思わず苦

笑)若 ビールは酵母を除去するため､昭 和52年 から導入し

たセラミックフィルタでろ過する｡す なわち生ビールの完成で

ある｡そ れ以前は60℃ の加熱殺菌､ラ ガービールであった｡

仕上げは 日本初の全 自動倉庫で毎分1500缶 と1000本

(大ビン)/分 の充填機で缶詰め､瓶 詰め､梱 包､保 管､出 荷

される｡な お,瓶 詰めは最後に目視検査で異物チェックされ

る｡ちなみに､千 葉工場の生産量は200万 本/dayで ある｡

見学後､お 楽しみの出来たての生ビールをごちそうになり､

大満足の初参加でした｡〈 チッソフィルター㈱ 木村 明夫〉



日本膜学会と(社)日 本能率協会主催の第18回 ニューメ

ンブレンテクノロジーシンポジウムが2月27日 から3月2日 に

かけて港区の三田NNビ ルにて開催された｡4日 間｡8セ ッシ

ョンが組まれそれぞれ80人 前後の参加者が集まった｡このシ

ンポジウムは 日本膜学会の重要な資金源となっており､如何

に集客できる内容で､か つ｢最 新｣｢膜｣｢技 術｣の 話題とする

かが企画委員の腕の見せ所となっている｡最 近の傾向として

水道関連と環境･排 水関連のセッションの注 目度が高い｡今

回は水道;2セ ッション､環 境･排 水;3セ ッションと水･環 境色

を強く出し過ぎたと感じられたが､い ずれのセッションにも多く

の参加者があった｡特 に膜利用排水処理2セ ッションを設け

た最終 日には最も多くの参加者があり熱のこもったシンポジ

ウムであった｡

最終 日の午前中のセッションでは､｢不 織布による下水活

性汚泥のダイナミックろ過｣と題して講演させて頂いた｡この

技術は､活 性汚泥法の沈殿池代替技術として注 目されてい

る浸漬膜ろ過法を都市型大規模処理場へ展開する上で｢ボ

トルネック｣となっている課題を打破しようとして開発している

技術である｡膜 ろ過法では必ずしも除去対象としていない生

物代謝産物などによって膜ファウリングが発生するため､高

い膜ろ過流束が得られないという課題に直面している｡また､

膜ファウリングを抑制するため､過 剰な曝気循環流を必要と

したり吸引ポンプが必要などと分離エネルギーもまだまだ高

いという課題を持ち合わせている｡これらの膜ろ過法のボトル

ネックを､少 々のSSは リークしても沈殿池代替技術であれば

良いだろうとの観点から､膜 ではなく極めて 目開きの粗い不

織布を用いてその表面に緩やかな活性汚泥のダイナミックろ

過層を形成させて､曝 気槽と放流堰の水位差を分離エネル

ギーとして利用するだけの装置を狙ったものである｡この研

究は東京都下水道局と新 日鐵(株)､日 立金属(株)と 弊社

で実施しているものであり､次年度からは(財)下 水道新技術

推進機購 のモデル事業として実用化のための実証評価に移

行する｡本 技術の実用化が都市部既存下水処理場の高度

処理化に貢献できるものと期待している｡

昼からのセッションでは松本幹治先生をコーディネーター

として最新の4つ の膜利用排水処理 実施 例が紹介された｡

最初は 日東電工(株)代 理店の江守商事(株)今 村氏からの

｢耐汚染性RO膜 によるリネン排水回収システム｣の 実施例

であった｡洗 濯排水の生物処理水を孔径0.2μmのMF膜 で

前ろ過し日東電工(株)のRO膜 モジュールLFIOで 脱塩する

ものである｡シ リカ系ビルダーによるROス ケール障害を避け

るために洗剤配 合の改良を含 めてシステムが開発された｡

水回収だけでなく熱回収も効率よく実施されており､さらなる

普及が期待できる｡続 いて､日 本ブイルター(株)の 斉藤氏よ

り｢MF膜 によるめっき排水処理システム｣と題して､自 社 開

発の特徴ある大孔径MF膜 モジュールを用いた｢マイクロフロ

ー｣の 実施例が紹介された｡MF膜 モジュールはポリプmピ レ

ン製で平均孔径5μmを 持ち､従 来のMF膜 では達成できな

かった高フラックスが可能であり､超コンパクトな全自動型排

水処理装置である｡処 理水質向上の他､省 スペース､省 力

化が図れコスト低減に寄与し､既 に70～80件 の実績を有す

るとのことであった｡既 存の膜モジュールに頼ることなく､メッ

キ排水処理に適した膜モジュールを自社開発してでも求め

ようとする姿勢と意気込みが伝わってくる発表であった｡日

本酸素(株)の 宮澤氏からは｢織 布フィルターによる無機排水

処理｣として､海 外で開発されたもので.連 続したチューブ状

に織り込まれた織布をスパイラル状に巻き込んだ1/2イ ンチ･

チューブラーモジュールの紹介があった｡ダ イナミックろ過作

用を用い頻繁な逆洗をせずに高フラックスが達成できるとい

うことであった｡最 後は(株)荏 原製作所の小島氏から｢飲料

製造工場における排水 回収の実例｣が 紹介された｡製 造プ

ロセスの熟知の上に構築された排水回収実施例であった｡リ

ネン排水回収で洗剤改良にまで踏み込んだ排水回収プロセ

スの開発と同様に､今 後とも製造プロセスにまで立ち入った

排水 回収プロセスの開発が必要であることを示唆する報 告

であった｡

質疑応答の時間では数多くの質 問コメントがあり充実した

セッションとなった｡この質疑応答は質問カードに参加者の意

見を書いて貰う方式を採用し､忌 揮ない質問が出るよう工夫

されている｡面 と向かってはなかなか言い出し切れない日本

人の性格?を 考慮したもので司会進行する者にとってはあり

がたいが､こ のような方式を採らなくても充実した質疑応答

で盛り上がるシンポジウムにするのも企画者の役割であろう

か｡も う一つの反省は､参 加者が同業メンバー主体でユーザ

ーの少ないことである｡競 合他社とともに､事 業体､民 間ユー

ザーの多くの参加者が集まるシンポジウムで新技術を紹介

できることが発表する側の楽しみでもあるのだから｡

〈栗 田工業(株)澤 田 繁樹〉



2001年2月15-16日 にインド南 部のChennaiG日 称 マド

ラス:人 口500万)市､ANNA大 学 にてseminarが あり､そ

こへ招待 され て講演 をした｡6年 ほど前から進 められてきたド

イツとインドの共 同projectの 年1回 のseminarで ある｡｢M

embraneTechnologiesforWaterandWasteWat

erReclamation｣の ア ジア版 会 議 には新 聞記 事(①)に あ

るように5ケ 国か

らの研究者が招

かれていた｡参

加者はおよそ1

20人､Englis

hが 公用語であ

った｡ここへの招

待 は､7年 ほど

前 に弊 社 へ技

術指導に来たド

イツのSeitz社

の技術者であったMr.FlorianSchindlerか らのもので､昨

年11月 に連絡を受けていた｡彼 は､このprojectGTZの 現

地責任者である｡インドにおける水事情は極めて厳しいもの

で､浄 水･下 水の浄化 問題はインド全土で発 生している｡そ

の水不足･廃 水処理問題などを膜利用によって解決しようと

する考えが当然生まれてくるが､そ のseminarで も議論され

ていたが伝統的手法から新技術への導入切り替えの困難が

発展途上国ではわが国などに比較にならないほどあるようだ｡

小生は15日 のseminarで2件 報告した｡｢醤 油火入れおり

の膜濃縮濾:過の基礎解析｣と｢MF膜 モジュールの選定方法

について｣を解説した｡あ る面で場違いのテーマを披露したよ

うな気もしたが､基 礎解析の考え方や膜モジュールの選択の

応用例は共通する問題として認識してもらえたと思っている｡

講演の最後に､ポ ケットに忍ばせていた100mlのPET容 器

の醤油を見せて､講 演の主 目的はKikkOman醤 油をインド

に売り込みに来たことであると伝えると､会 場の笑いを誘った｡

16日 夕方の最終sessiOnで はパネル討論会がおよそ1時 間

半行われた｡6人 の一人として 日本の食品工業における膜

利用技術をLFPIの 例などを入れて5分 間ほど説明した｡纏

めとして､｢い かなる産業におけるいかなる設備･システムにお

いても､最 適運転されているものがないと考えている｡そ の前

提に立って研究開発･応 用の推進をする必要がある｡｣と 化

学工学出身者としての意見を述べた｡タ イから来た大学研

究者2名 が､三 菱レーヨンのHollOwFiber膜 を用いてビル

の水処理関連のシステム研究をしている事を報告して関心

を呼んでいた｡二 日間のSeminarで は日本の学会･研 究会

ではあまり見られない質

疑応答の活発さが 目立

った｡小 生も多くの方か

ら休憩時間中に質問を

受けたがフランクでなん

でも尋ねる習慣がある

ようだ｡こ の点､日 本の

若者の将来にやや不安

が残るところだ｡

表1が2月11-18日 の旅程であるが､Singapore→Che

nnai→Bangalore→MysOre→Chennai→Singapore

の正味7日 間であった｡今 回はSeminarを 中心に説 明した

が､ど こかでインドの魅惑について書かねばならないと思って

いる｡当 初､Cultureshockを 強烈に受けたが帰国前には

かなり静まった｡そ して､1ケ 月後には仕事かプライベートで

また行きたくなった気がする｡インド料理･日 本料理･ドイツ料

理などで数 日間を過ごしたが､醤 油食文化の発展の可能性

が改めて認識できた旅でもあった｡ベ ンガル湾の海の幸は豊

富である｡インドでの醤油製造の可能性がMysOreの 国立食

品工学研究所を尋ねて見えてきた｡こ の話を含めて次回は

よりインドらしい話をしたい｡<キ ッコーマン㈱ 古川 俊夫〉



⑮スケジュール 詳細スケジュールを含む参加申込書の発

送は5月 下旬頃の予定です｡

<計 画推進の経過報告〉

国際交流委員会では一昨年(2000年5月)の ツァー『第2

6回 アヘマ視察と欧州液体清澄化技術動向調査』に引き続

き､2001年 は『台湾との技術交流及び台湾企業視察』を検

討している｡この度の訪台企画については昨年夏より検討議

題となっていたが､2000年 シンポジウム期間に当会 名誉会

員である国立台湾大学の呂教授との情報交換により今 回具

体化することとなった｡こ の件に関し昨年11月 及び今年1月

の国際交流委員会で検討を重ね､計 画案を以下にまとめた

ので報告する｡

噸.呂教授(国 立台湾大学)か らの訪台案

実際の『訪台の内容』について､呂 教授より以下のような

提案があった｡『台北では､シ ンポジウムを開催し､① 台湾の

液体清澄化工業の現状報告､② 日本の液体清澄化工業の

現状と新技術の紹介､③ 技術情報交換会､④ 製 品紹介及

びパネル展 示等を1～2日 間で行う｡そ の後､台 湾北 中部･

南部に移動､⑤ 北中部ではLCD工 場や食品/飼 料 工場､

また南部の高雄では高雄市浄水場の視察を行う』というよう

な提案があった｡

黛.圃際交流委員会訪台案

上記提案(呂 教授からの)を踏まえ､国 際交流委員会では､

r視察したい企業及び訪台 中の学会/展 示会の見学』等を

下記のように検討した｡① 飼料関係(食 品残渣の有効利用)､

②環境政策と動 向/環 境リサイクル事業の現状(ISO対 応､

食品国際規格への取り込み､規 制の動向と現状)､③ 脱水

ろ過技術､④ 軟水化技術(ボ イラー用水等)､⑤ 外国技術の

導 入状況(工 場見学､特 に欧米からの技術導入状況)､⑥

台湾特殊事情と技術ニーズ及び 日本への期待､⑦ 化合織

プラスティック､重 合技術等の工場見学､⑧ 国立環境研究

所､高 雄浄水場､新 竹の研究所見学､⑨ 環境関係･水 処理

関係省庁関係者との討議等を候補として取り上げた｡今 後

さらに会員の意見を聞き検討を加えていく予定でいる｡

尚､概 略 日程等､現 段階での調査･検 討事項を以下のよ

うに報告する｡

3.訪 台の鶏程案

訪台 日程 について､呂 教授より『概略 日程はOl年10月､

シンポジウム期間は1～2日 間位にしてはどうか?』との返事

があった｡10月 という時期に関しては､平 均気温が20℃ 前

後と心地よく､訪 台には最適だと思われる｡シ ンポジウム期

間に関しては､技 術交流会及び親睦会を行い､最 大2日 間

で十分と考えられる｡

4.参 加者 規模､概 算

参加費及び旅行運営

参 加 人数 に関して

は､呂 教授から『おおよ

そ100～200人 用程度

のシンポジウム会場を

用意できる』とのアドバ

イスがあった事から､日

本側から20～30人 程

度の参加を予定したい｡

概略参加費用は､15

万円前後と予想される｡

〈神奈川機器工業(株)

卜部 礼二郎〉



協:力会員 松本 幹治(横浜国立大学)A.B.b.1/金 森 敏幸(物質研):b/入 谷 英司(名古屋大学):b/石 川 雅紀(東京水産大学):H



株式会社 栗囲機械製作斯
弊社は､1930年7月 創立され､以 来フィルタプレス(加

圧ろ過機)とその付属機器を製造･販 売して参りました｡特

に世界に先駆けて1953年 より開発を手がけた全 自動フィ

ルタプレスの製造台数は4000台 を数え､斯 界の注 目を浴

びるに至り､製 造プロセスの固液分離機として､ま た汚 泥

脱水機として､リ サイクル･リユースにも大きく貢献しており

ます｡

近年､顧 客の設備動向は､低 成長経済を反映して投資

の効率化を最重点課題とし､環 境面にも配慮したテクノロ

ジーがのぞまれ､こ の様なニーズに対応すべく企業体質の

改善をすすめて参りました｡

昨年より､2001年 事業 計画マスタープランを策 定し､

あらゆる管理の基 礎となる業績管 理方法の見 直しを行い､

営業･技 術部 門をグループ化することにより､きめこまかい

サービス体制の構築や､新 製品･新 技術の開発､透 明性を

高めた業績評価制度の導入により､ユーザーニーズに応え

るべく地道な変革をおこなっています｡

本会の一員として､皆 様と共に業界の発展に貢献 出来

る様､努 力してまいります｡(榎 本 武彦)

株式会社 トライテサク
当社は､平 成元年8月 に水処理装置の設計･製 作･販 売

を目的として発足し､以 来一一環して水処理装置の分 野で

事業を進めてまいりました｡

純水･超 純水用RO沿 装置､電 着塗料回収用UF/RO

装置､各 種 医薬品および食品濃縮精 製用UF/RO装 置､

調 合無菌ろ過装置､排 水脱塩用RO装 置､灌 水および海

水脱塩 用RO装 置､含 油廃水処 理用UF装 置といった幅

広 い分野 において膜分離技術を用いた製品を数多く取り

扱っております｡近 年､特 に医薬品濃縮精製用UF/RO装

置や調合無菌ろ過の分野においてはバリデーションを伴う

ソフト･ハード両 面での提供実績も高くなっています｡製 作

及びサービスの拠点を東京､大 阪に配置し､顧 客の多様な

ニーズに対応しうる体勢づくりを進めながら､信 頼性の高い

装置づくりをモットーに日々努力いたしております｡今 後とも

製品を通じてますます地球に優しい企業として貢献しつづ

けていきたいと考えています｡(横 田 三雄)

オルガノ株式会社
めまぐるしく変貌し進展を続ける事業活動や生活様式の

変化によって地球規模での環境破壊が進み､地 球環境問

題は人類の生存基盤に重大かつ深刻な影響を及ぼしつつあ

ります｡こ の様な状況の下､我 々は｢水｣に 関する多くの課題

に直面し､そ の対応として｢水 の高度な精製技術｣と｢地 球環

境に負荷をかけない優しい技術｣の 両立を求めております｡

当社は1946年 創業以来､水 と共に歩み､水 を理解する

心を育みながら､そ の秘められた力を引き出すと共に有効

に活用するテクノロジーに挑戦し続けています｡

企業コンセプトとして｢エ コロジカリークリーン｣をベースに､

｢産業｣と｢人｣と｢自 然｣の 調和に貢献していきたいと考えて

おり､それは次の5つ の挑戦テーマで構成されています｡

ク リ ー ン ア ー ス1地 球の健康を取り戻す技術

クリーンエネルギー:安 定した社会基盤の創造

クリーンテクノ凱ジー:先 端産業を支える技術提案

クリーンライフスタイル1高 機能商品を通じ地球環境とラ

イフスタイルの調和

クリーンマイク囎 スモス1き れいな水を通じた健康な自然

とふれあえる世界の創造

(川端 雅博)

漿株式会社
当社は昭和22年 に設立され､当 初は機械類の販売が主

体 でしたが､現 在では重布､ろ 材､工 業資 材､土 木資材､

建装､機 械､樹 脂､フ ィルムと広範 囲にわたる事業分野を

確 立し､あ らゆる産業分野との接 点を持つようになりました｡

それには関連会社23社 を含 め､生 産から販売まで一貫し

た商品づくりを実現している｢商 社でありながらメーカーで

ある｣という､IZUMIの コンバーター機能が活かされている

為だと思っております｡そ の中で､機 能 資材事 業部門(ろ

材部 門)で は､環 境関連部 門として各種工業用乾式湿式

フィルター類､及 びその関連商品､カ ートリッジフィルターか

ら医療用フィルター､超 純水用フィルターに至るまで､各 部

門向けにフィルター類を製造､販 売しております｡

これからも｢人と地球へのやさしさ｣｢環 境へのおもいやり｣

等21世 紀の大きいなテーマの基に､商 品づくりに努め､社

会に貢献していきたいと考えています｡(森 本 啓介)



立春を過ぎても春未だ遠しの感ある2月27日 の15時 より､

今年度の第1回 理事会が開催された｡予 定を上回る出席(1

名欠席)で､会 議室は外の寒さとは対照的に､熱 気さえ感じ

る雰 囲気であった｡大 矢会長の開会宣言後､1月 末までの

会計報告があり会運営の健全性が確認され､さ らに昨秋の

2000年 記念シンポジウムが盛況に終わりかつ会計上黒字を

計上したことに対し各理事から実行委員の努力に賛辞が述

べられた｡法 人会員数については､前 期末から現在まで退

会6､入 会7で1会 員の増加だけに留まっている報告があった

が､会 員の維持･拡 大は規格･標 準化をベースに､会 員であ

る魅力を発揮できる事業 内容を構築することがポイントのよ

うである｡

委員会の活動報告では松本代表幹事から技術委員会で

新たに出版部会を組織し､そ のコンセプトを高校生にも理解

できる液体清澄化技術に置いて､解 説書の出版を目標に活

動していること､さらに先端的技術を創造することを目的とし

た未来技術分科会(仮 称)の 設立を､豊 橋科学技術大学の

藤江教授を委員長として計画していることが報告された｡規

格･標 準委員会はろ過部会の3分 科会がまず｢用 語の統一｣

に向け分野別に活動を開始し､プ レフィルター分科会は松

本代表幹事､膜 分科会は物質研の金森氏､脱 水(ろ 過)分

科会は名古屋大学の入谷教授が委員長になり､かつ金森

氏と入谷教授は当会の協力会員になることが報告され､承

認された｡この作業に伴い版権の問題の生じる可能性があり､

充分に調査して対応することを確認し合った｡新 しい顧間と

して,松 本代表幹事から微粒子を専門とされる大阪府立大

学名誉教授の向阪氏を推薦したい旨の提案があり､異議な

く承認された｡これで当会は微生物の石関顧問と向阪顧 問

で無機と有機の微粒子専門家が揃うことになる｡

事務局運営に関し､そ の検討を三役に委ねられていたが､

担当会社の持ち回りが不調に終わり､橋本副会長から当分

の間､日 本フィルターが引き続き担 当すると言う意志表 明

があった｡これに関連し､事 務局の負担経費の概要が報告さ

れ､負 担軽減策としてまず事務のアウトソーシングを具体 的

に検討することになった｡今 回も橋本副会長のご好意に甘え

ることになったが､今 後も引き続き事務局の運営についての

最善策の検討を理事会に期待したい｡

さて､今 年は役員改選期にあたるが､残 念なことに､この3

月には野尻理事が 日本ミリポアを退職され､理 事も辞められ

ることになった｡従 って最低2～3名 の新理事を選任する必

要があるが､人 選は三役に一任することが決まった｡こ の決

定をもって､17時30分 大矢会長が閉会を宣し散会した｡最

後になるが､野 尻理事には会発足以来､会 運営に一方なら

ぬお世話を頂いたことに心から感謝 申し上げたい｡

〈事務局 矢野政行〉

i会員交流会1こ の度の会員交流会は､特にユーザー会員の皆様

の多数参加を期待します｡この交流会を1っの契機として､ユーザー

会員が本会にどのような期待を寄せているのか､又ユーザー会員の

ためになるどのような会の運営を望んでいるのかを広く知る機会を持

ちたいと思っております｡詳細は別紙案内書をご覧下さい｡

日時:4月25日(水)PM4:00～PM7:00

内容=講 演1題PM4:00～PM5:00鈴 木基之(東 京大学

教授/国 連大学副学長)

懇親会=PM5:00～PM7:00場 所1横 浜国立大学

i講 演 会}

2001年 第2回行事として下記の通り講演会を開催致します｡2月

のサッポロビール千葉工場の見学･講演会は参加申し込みが多く､

会員の一部の皆様にはご迷惑をおかけしましたが､6月 講演会にもふ

るってご参加ください｡詳細につきましては追ってご連絡致します｡

職時16月7日(木)PM1:30～5:00

場所=横 浜プラザホテル(予 定)

テーマ=｢液体清澄化技術におけるエネルギー問題とその実例｣

1.ESCO(エ ナジーサポーティングカンパニー)の現状と将来

(荏原製作所:西村 省平)

裳.省エネルギーろ過システム(横浜国立大学:松本 幹治)

3.食 品精製工程における分離技術の実例(キッコーマン:古川俊夫)

現時点での会員数は､法 人会員89社､個 人会員1名 の総

会員数90と なります｡(平 成13年3月15日 現在)

新入会員 推薦会 員

｢.㈱ 伊藤園(ユ ーザー会員)㈱ 加藤美蜂園本舗

2.㈱ キッツ(一 般 会 員)日 本 ミリポア㈱

退会会員

1｡日 本アブコー㈱(一 般会員)

驚.チ ョウドリ･ソフトウェア･サービス(個 人会員)

この度巻頭言を執筆していただいた国立台湾大学の呂維

明先生の原稿は原文をお見せしたいほど美しい文字で書か

れておりました｡読 者の皆さんはすでにお気づきかもしれま

せんが所々､難 しい単語を使われていたため編集部会にて

若干の手を入れさせていただきました｡し かし､内 容の魅力

はそのまま生きていると思っております｡本 当に原文をお見

せ出来ないのが残念です｡

編集/発 行1日 本液体清澄化技術工業会 広報委員会
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